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●今の商店街の様子はどうですか？ 

２度目の緊急事態宣言前ぐらいからお店の疲弊感をかなり感じます。業種によって差が出て

います。しかし悲観していてもしょうがない、先に進まないといけません。そんな中、横浜信

用金庫の藤棚支店さんから「私たちのショーウィンドウに商店街の地図を掲示してはいかがで

すか」とのご提案がありました。コロナ禍で地元の商店街をあらためて近隣の人達に意識して

もらい、足を運んでもらって商店街の活性化を図るための一つのアイテムとして非常に期待を

寄せています。 

お店の名前はもちろんですが、商店街のイベントや新旧の写真を載せて、藤棚商店街が一目で 

分かるようにする予定です。５月上旬頃には完成予定ですのでお買い物がてら見に来てください！ 

●コロナ禍はこれからも続きますが、今後どのような商店街にしていきたいですか？ 

まずはコロナ禍で失われたものを徐々に取り戻していくことから始めたいです。個々のお店の

ポテンシャルも高く、バレエ教室や映画館などのアートも藤棚商店街にはあります。 

そうした力を総動員して、他の地域との連携もとりながら、魅力を発信できるような商店街に

していきたいと思います。そして、最終的には若い世代の人たちがきてくれて、子供たちの遊び

声が絶えないような、元気やエネルギーを与えられる商店街になるよう一丸となって取り組んで

いきたいと思います。 
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コロナ禍における藤棚商店街のいま   ～米山理事長にインタビュー～ 

 

 藤 棚 新 聞 

＊取材雑感＊ 

商店街の活性化の道半ばでのコロナの対応は想像を 

超えたものだったと思います。その中でも前を向き、商店街の繁栄を願う理事長の姿勢は非

常に頼もしく思えました。米山理事長、夜勤明けのお疲れのところご対応頂きありがとうご

ざいました。 

藤棚一番街協同組合 

米山理事長 前号では西前小学校におけるコロナ禍の現状をお伝えしました。では、近

隣の商店街の現状はどうなのでしょうか。藤棚一番街協同組合の米山理事長

にお話しを伺いました。 

●コロナ禍の昨年はいかがでしたか？ 

発生当初はやはり個々のお店の経営を守ることが第一でした。お客さんが

来ない、店を閉めざるを得ない中で、国からの給付金はもちろんですが商店

街の会費を返納するなどしてお店の経営を保つことに力を注ぎました。 

商店街のイベントも５月の「こども祭り」、１０月末の「区民祭り」は中止

となり、６～８月の縁日も月ごとに様子をみながら開催を目指しましたが、

終息状況からして断念せざるを得ませんでした。ハロウィンにお菓子を配っ たのがささやかなイベントでした。 
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コロナ感染予防 新しい生活様式で困っている！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年も掃部山公園の美しい季節がやってきました。満開

の桜です。公園内にはお花見の際の「宴会はご遠慮くだ

さい」の立て看板がいくつもあり、感染拡大防止を呼び

掛けています。 

ふじなちゃんの散歩道  ニューノーマルなお花見 

 

視覚や聴覚などに障害がある人の相談にのったり、社会参加の支援をしてい

る障害者社会参加推進センターに、新型コロナによる新しい生活様式で困って

いる人の様子をお尋ねしました。 

  

 

西前商店街の西前日用品市場に華やかなパッチワーク

の教室があります。教室の名称は「小峯キルトサークル」。

先生の小峯満里子さんは、パッチワークを始めて 33 年

になり、その頃から一緒にやっている人もいるそうです。

公益財団法人 日本手芸普及協会に所属してハニービー

支部の講師を勤めているベテランです。日本キルト大賞

を受賞されています。教室には色鮮やかないろいろなキ

ルトが壁いっぱいに展示されています。 

小峯さんは「キルトを作るテーマは何でもよい。みな

さんもいろいろ作っています」と言います。パッチワー 

 
クの書籍「和布のパッチワーク」（プティック社発行）には、藍染め布とかすりで作ったテーブル

センターが掲載されています。 

教室は毎週水曜日と第 1,3 木曜日の AM/PM、第 1,3 土曜日の AMに開きます。 

 

地元の子供たちや、ご夫婦など、ベンチに腰掛けマナーを守って静かにお

花見をする姿が見られました。掃部山公園は、井伊掃部頭直弼に由来します。

横浜開港に貢献した井伊直弼の記念碑を建てる際に井伊家の所有となり、そ

の後、市に寄付され掃部山公園となったものです。公園内には遊具が配置さ

れた広場や、池を配した和風庭園があり、老若男女に愛されています。 

左から二人目が小峯満里子さん 

センターから、NPO 法人横浜市視覚障害者福祉協会副会長の大橋由昌さんを紹介されて、3 月

22日同行のガイドヘルパーと一緒にお話をうかがいました。 

大橋さんは全盲です。全盲の人は、マスクして歩くと勘が狂うことがあるそうです。私は、列を

作る場面でうまくソーシャルディスタンスをとれないことがあるという市広報の記事を思い出し

ました。そして大橋さんは、ことに駅頭では声かけをしてほしい、コロナのために今は声かけが

減っていると言います。駅のホームは「欄干のない橋」です。 

按摩、鍼、灸の業者は、濃厚接触のために避けられている、収入が減っている、そして 納税証

明をしていないと、去年の収入の半分以下ということを証明できないそうです。ヘルパーは通院

や買い物に同行する際に、視覚障害者に肩や肘をつかんでもらって誘導しますが、そのヘルパー

も減っています。マスクの入手は先を越されたりで苦労するそうです。同行のヘルパーからは、「赤

十字のマークがついたマスクはどうですか」という提案もありました。 

 私たちは、「何かお手伝いをしましょうか」と当事者に声かけして、当事者からは「こうしてく

ださい」という対等な関係を作っていくことが望まれます。 

 

教室訪問 華麗なパッチワーク 
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の平沼橋があります。平沼橋は昭和 63 年から平成 9 年まで架け替え工事が行われましたので周

辺の渋滞が心配されましたが、平行に走る平沼一の橋が昭和 46 年にできていたことと、深夜に

工事を行なったおかげで渋滞は緩和されたようです。なお、平成 16 年には、平沼橋に昇るエレ

ベーターが整備されましたので「開かずの踏切」は廃止されました。 

 

 

 

 

 

三つの古道 

「いつもありがとうございます。順番にお渡しし

ておりますのでしばらくお待ちください」と女性の

小気味よい声に、一瞬足が止まりました。バナナジ

ュースを売っているお店です。記者が何をオーダー

しようか迷っていると、店の女性も待ってい 

たお客さんも共にバナナジュースを薦めてく 

れました。食感はさらさらというよりトロト 

ロした感じです。砂糖が入っていなくても甘 

さ十分です。バナナを近くの八百屋で仕入れ 

て２～３日つるしているから？ 

つるしていることにあるのかもしれません。 

 

 西区にある三つの古道、横浜道、旧東海道、保土ヶ谷 

道を順に歩きました。今月の横浜道から３回に分けてご紹介 

します。三つの古道については西区役所作成の「まち 

歩きマップ」と「にしまろちゃんとベイバイク」にも掲載さ 

れています。 

 

昔と今 

気になるお店   “名もなきバナナ”(namonaki Banana) 

 

〇平沼橋と元平沼橋 

横浜道の起点である浅間下交差点をめざし野毛の切通しを

出発しました。敷島橋から平沼商店街を抜けると JR 線、相

鉄線の電車が行き交っています。今は閉鎖されていますがこ

こが「開かずの踏切」と言われたところです。昭和３年にで

きた幅 9ｍの小さな元平沼橋、見上げるとアーチ型幅 21ｍ

の 

 

げるとアーチ型幅 21ｍの平沼橋があります。 

 

〇横浜道の起点場所 

新田間川を越えると間もなく浅間下交差点に着

きました。そばに横浜道標示板が立っていて、ここ

が起点場所だと確認できました。（6 月号に続く）  

参照「ものがたり西区の今昔」 

 

元平沼橋（下） 

   と 

  平沼橋（上） 

 

歴史の街道をテクテク歩く 

その他にチョコチップ、コーヒー、抹茶も風味がよく、人気があるそ 

うです。お店の前で待っていると、ファミリー、女性だけでなく男性も買い求めてきます。レジ

ャーランドのフードコーナーを思わせるようなお店です。ぜひ足を運んでみてください。 

場所は藤棚交番から久保町に向かい 100ｍ右側。月、火曜日が定休日、営業時間は１１時～１

７時です。 
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【5 月】 

●第 88 回県展 

4/28～5/3  10：00～18：00  ※最終日～14：00 

●公募 みずゑ展 

5/4～5/9   10：00～17：00 ※初日 13：00～ 

●あとれす展 2021 

5/4～5/10  10：00～18：00  

※初日 13：00～、最終日～13：00 

●第 52 回彩象展 

5/11～5/16 10：00～18：00  

※初日 13：00～、最終日～12：00 

●第 38 回 現代かながわ美術展 

5/11～5/15 10：00～18：00 ※初日 13：00～ 

●第 16 回 横浜美術協会会員会友展 

5/18～5/23 10：00～18：00 ※初日 13：00～ 

●第 44 回 ヨコハマ日曜画家展 

5/26～5/30 10：00～18：00 ※最終日～15:30 

 

【6 月】 

●第 28 回鎌倉・横浜スケッチ会展   

6/8～6/13  10：00～17：00 

※初日 13：00～、最終日～16：00 

●公募 第 23 回 中美神奈川展 

6/8～6/14  10：00～17：00  

※初日 14：00～、最終日～12：00 

           

 

 

４月号では紙面を見やすく綺麗にするため記事の文字を試験的に明朝体から丸ゴシック体に変更しています。 

●横浜市民ギャラリーU35 若手芸術家支援事業  

寺田衣里個展「the bells (死と生）」  

6/9～6/13  10：00～18：00 

●第 38 回よこはまファミリー写生大会展覧会  

6/10～6/13 11:00～15：00 

※初日 11：00～、※13 日のみ 10：00～13：00 

●第 23 回 神奈川一陽展  

6/15～6/20 10：00～18：00  

※初日 14：00～、最終日～16：00 

●第 58 回 日・朝友好展  

6/22～6/28 10:00～18:00  

※初日 14：00～、最終日～13：00 

●第 22 回 偶然展   

6/22～6/2   10：00～18：00  

※初日 12：00～、最終日～12：00 

●μ’s の煌き  

6/23～6/27  10：00～17：00  

※初日 13：00～、最終日～16：00 

●第 32 回こうなん綜合美術展  

6/23～6/28 10：00～17：00 ※最終日～12：00 

●第 44 回 神奈川独立美術展  

6/29～7/4  

10：00～18：00 ※初日 15：00～ 

2021 年 5 月～6 月 

＜お願い＞新型コロナウイルスの影響により、展覧会が中止・延期になることがあります。ご来館前に横浜市

民ギャラリーの HP または電話にて最新情報をご確認ください。 ＜お問合せ先＞ 横浜市民ギャラリー  

〒220-0031 横浜市西区宮崎町 26 番地 1 TEL 045-315-2828 / FAX 045-315-3033  

 

カフェ ターブルドート 

〒220-0055  

横浜市西区浜松町 1-19 

TEL/FAX :  

045-315-6661 

http:// 

www.tabledhote.jp 

mailto:fujidananp@jcom.zaq.ne.jp
https://fujidananews.jimdofree.com/

